
氏名 （男・女）

えんげ手帳

年　　月使用開始 (   冊目 )



この手帳を
手にされたみなさまへ

大阪急性期 ・総合医療センター

NST/SST スタッフ一同

医療関係者のみなさまへ

　この手帳をご持参されました時には、 可能な範囲で記載いた
だき、 ご本人 ・ ご家族だけでなく、 福祉サービスなど多方面に
わたっての情報共有にご協力賜りますようお願い申し上げます。
　ご意見 ・ ご不明な点等ございましたら下記までご連絡下さい。

　年齢を重ねるだけでなく、 いろいろな病気が原因でも、 食べら
れなくなる、 のみこめなくなる障害 （摂食嚥下障害） がおこりま
す。安全に楽しく食事を続けるために、 ご本人 ・ ご家族 ・医療
関係者の方々にもわかりやすく情報を共有できることを目的に
手帳を作成いたしました。
　診察をお受けになる時や、 入院の時にも、 ご持参下さるとお役
に立つと思います。この手帳をもとに、 その時々の摂食嚥下状況
に応じた適切なアドバイスを医療関係者からお受けください。
　みなさまが笑顔あふれ食事を毎日楽しむ一助になりますよう
願っております。

日摂食嚥下リハ会誌 25（2）：135-149，2021. または日本摂食嚥下リハ学会ＨＰホームページ　http://www.jsdr.or.jp/doc/doc_manual1.html　「嚥下調整食学会分類 2021」を必ずご参照ください。また、一部当センターで改変しております。



携帯電話

氏名

携帯電話

氏名

病院名

電話番号 主治医

電話番号 主治医

歯科医院

（男・女）氏名

生年月日

手帳の持ち主について

　　　　年　　　  月　　  　日

困ったときの連絡先

かかりつけの病院



誤嚥性肺炎 発症日：　　　年　　　月

発症日：　　　年　　　月

発症日：　　　年　　　月

発症日：　　　年　　　月

発症日：　　　年　　　月

発症日：　　　年　　　月

発症日：　　　年　　　月

発症日：　　　年　　　月

発症日：　　　年　　　月

発症日：　　　年　　　月

発症日：　　　年　　　月

脳梗塞

卵

乳

小麦

そば

落花生（ピーナッツ）

えび

かに

食物アレルギー

のみこみの状態に影響する病名

その他



連絡事項



栄
養
状
態

身長
㎝

㎏

kcal

ml
体重

必要栄養量（１日）

目標水分量（１日）

補
助
栄
養 回数

1回量

白湯

/日 栄養剤流動食名

朝 昼 夜

ml ml ml

ml ml ml

なし  /  経口　/　経鼻経管　/　胃ろう  /　（　　　　　　 ） 

0j

1j

2-1

2-2

3

4

Ot

水
分

とろみ
剤名

水 とろみ剤

学会分類 2021

ml に、 ｇ

食
事

回数

主食

副食

朝　・　昼　・　夜　（　　　　　　 ）

米飯　・　軟飯　・　全粥　・　分粥　・　ミキサー　・　ゼリー

常食　・　軟菜　・　　　　　　　　　・　ミキサー　・　ゼリー

/日

きざみ
（ ひと口 / とろみ ）

 

食事の状況 １ 記入日 　 　　年　    　月　   　日

とろみ

なし ・ゼリー ・
とろみ

 薄い ・
とろみ

 中間の・
とろみ

 濃い　

「学会分類 2021」「とろみの濃度」については、最後のページを参照してください

のみこむ能力に応じた強さのとろみをつ
けてあげないと、かえって飲み込むにく
くなることがあります。



医師・看護師・ST（言語聴覚士）・栄養士・（　　　　　）

医療
機関名 氏名

食
べ
方

座位　/　リクライニング (   　  度 )

自力摂取可能　・　見守りで可能　・　一部可能　・　全介助

正中

右下

左下

正中

右向き

左向き

ティー
スプーン

デザート
スプーン

カレー
スプーン

体の向き 顔の向き

お
く
す
り

経口　/　経鼻経管　/　胃ろう

錠剤　・　簡易懸濁　・　粉砕

水　・　ゼリー　・　とろみ　・　（　　　　　　　　　　　　）

スプーン
１/２量 すりきり 山盛り

食事時間の
めやす

分

交互嚥下（ゼリー・とろみ）

複数回嚥下　

うなずき嚥下 (あご引き )

声がきれいなことを毎回確認　　

このページは医療関係者が記入してください

このページは医療関係者が記入してください
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㎏
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ml
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必要栄養量（１日）

目標水分量（１日）

補
助
栄
養 回数

1回量

白湯

/日 栄養剤流動食名
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ml に、 ｇ

食
事

回数

主食

副食

朝　・　昼　・　夜　（　　　　　　 ）

米飯　・　軟飯　・　全粥　・　分粥　・　ミキサー　・　ゼリー

常食　・　軟菜　・　　　　　　　　　・　ミキサー　・　ゼリー

/日

きざみ
（ ひと口 / とろみ ）

 

食事の状況 ２ 記入日 　 　　年　    　月　   　日

とろみ

なし ・ゼリー ・
とろみ

 薄い ・
とろみ

 中間の・
とろみ

 濃い　

「学会分類 2021」「とろみの濃度」については、最後のページを参照してください



医師・看護師・ST（言語聴覚士）・栄養士・（　　　　　）

医療
機関名 氏名

食
べ
方

座位　/　リクライニング (   　  度 )

自力摂取可能　・　見守りで可能　・　一部可能　・　全介助

正中

右下

左下

正中

右向き

左向き

ティー
スプーン

デザート
スプーン

カレー
スプーン

体の向き 顔の向き

お
く
す
り

経口　/　経鼻経管　/　胃ろう

錠剤　・　簡易懸濁　・　粉砕

水　・　ゼリー　・　とろみ　・　（　　　　　　　　　　　　）

スプーン
１/２量 すりきり 山盛り

食事時間の
めやす

分

交互嚥下（ゼリー・とろみ）

複数回嚥下　

うなずき嚥下 (あご引き )

声がきれいなことを毎回確認　　

このページは医療関係者が記入してください

このページは医療関係者が記入してください
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目標水分量（１日）

補
助
栄
養 回数

1回量

白湯
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副食

朝　・　昼　・　夜　（　　　　　　 ）

米飯　・　軟飯　・　全粥　・　分粥　・　ミキサー　・　ゼリー

常食　・　軟菜　・　　　　　　　　　・　ミキサー　・　ゼリー

/日

きざみ
（ ひと口 / とろみ ）

 

食事の状況 ３ 記入日 　 　　年　    　月　   　日

とろみ

なし ・ゼリー ・
とろみ

 薄い ・
とろみ

 中間の・
とろみ

 濃い　

「学会分類 2021」「とろみの濃度」については、最後のページを参照してください



医師・看護師・ST（言語聴覚士）・栄養士・（　　　　　）

医療
機関名 氏名

食
べ
方

座位　/　リクライニング (   　  度 )

自力摂取可能　・　見守りで可能　・　一部可能　・　全介助

正中

右下

左下

正中

右向き

左向き

ティー
スプーン

デザート
スプーン

カレー
スプーン

体の向き 顔の向き

お
く
す
り

経口　/　経鼻経管　/　胃ろう

錠剤　・　簡易懸濁　・　粉砕

水　・　ゼリー　・　とろみ　・　（　　　　　　　　　　　　）

スプーン
１/２量 すりきり 山盛り

食事時間の
めやす

分

交互嚥下（ゼリー・とろみ）

複数回嚥下　

うなずき嚥下 (あご引き )

声がきれいなことを毎回確認　　

このページは医療関係者が記入してください

このページは医療関係者が記入してください



摂
食
・
嚥
下
障
害
の
可
能
性
が
あ
る
状
態(

覚
醒
不
良
・
口
か
ら
の
こ
ぼ
れ
・
口
腔
内
残
留
・
咽
頭
残
留
感
・
ム
セ
な
ど) 

経
口
摂
取
な
し

経
口
摂
取
と
代
替
栄
養

経
口
摂
取
の
み

摂食嚥下障害に関する問題なし

嚥下訓練を行っていない

食べ物の制限はなく、
３食を経口摂取している

特別食べにくいものを除いて
（パサつくものや、硬いもの、水な
ど）、３食を経口摂取している

３食の嚥下食（嚥下しやすいよう
に調整された食事）を経口摂取し
ており、代替栄養（経管栄養や点
滴など）を行っていない

3食嚥下食の経口摂取が主体だ
が、不足分の代替栄養を行って
いる

１~２食の嚥下食を経口摂取し
ているが、代替栄養も行っている

１食分未満の嚥下食（お楽しみレ
ベル）を経口摂取しているが、代
替栄養が主体

ごく少量の直接訓練（食物を用い
た嚥下訓練）をおこなっている

間接訓練（食物を用いない嚥下訓
練、専門科などによる嚥下改善の訓
練）をおこなっている

Lv.1

Lv.2

Lv.3

Lv.4

Lv.5

Lv.6

Lv.7

Lv.8

Lv.9

Lv.10

参考文献■藤島一郎：脳卒中の摂食・嚥下障害　第３版 . 医歯薬出版 .2017　より一部改変

日
付
7

25

（例）

※可能な限り医療関係者が記入してください

摂食状況のレベル



分類 定義 対応

誤
嚥
あ
り

誤
嚥
な
し

診察・治療の問題なし

誤嚥はないが、のど
の残留感や、食べに
くいものなどがある

誤嚥はないが、咀嚼
や送り込みなど、口
の中に何らかの問題
がある

ときどき誤嚥する、
もしくは咽頭残留
があきらかで、痰
が絡んだような声
（湿性嗄声）がある

水分を誤嚥するが、
とろみやペースト
状など工夫した食
物は誤嚥しない

どのような工夫を
しても誤嚥はある
が、呼吸状態は安
定してる

唾液を含めてすべ
ての食物を誤嚥し、
常にゼロゼロと痰
のからんだ呼吸を
している

嚥下体操や、食事の工夫、
義歯の調整などを行いな
がら一般医療機関や在宅
で対応

この調子で継続していき
ましょう

嚥下体操や訓練と食事中の
見守り、食べやすい食事の
工夫が必要だが、一般医療
機関や在宅で対応

経口摂取は難しく、経管
栄養が基本
直接訓練は、専門医療機
関のみ可能

持続的な経管栄養法が必
要で、直接訓練は不可
可能な範囲で間接訓練を
行う

正
常
範
囲

７

軽
度
問
題

６

口
腔
問
題

５

機
会
誤
嚥

４

水
分
誤
嚥

３

食
物
誤
嚥

２

唾
液
誤
嚥

１

嚥下体操や訓練食事の工
夫、さらに咽頭問題、咀嚼
状況なども考慮し、一般医
療機関や在宅での直接訓
練も行う

　の対応に加え、水分摂取
の場合に間欠経管栄養法
など、チューブが必要な場
合もある。一般医療機関や
在宅での直接訓練も行う

４

摂食嚥下障害の目安

参考文献■藤島一郎 大野友久 他「摂食・嚥下状況のレベル評価」簡便な摂食・嚥下評価尺度の開発 . リハ医学 43:S249,2006.

日
付 7

25

（例）

※可能な限り医療関係者が記入してください



嚥
下
内
視
鏡
検
査
・
嚥
下
造
影
検
査

方
針
・
そ
の
他

嚥下検査の記録
氏名医師・看護師・（　　　　）

医療
機関名

角度 : 30　45　60　90 度（イス・ベッド）

首の向き ： 正面・右向き・左向き

認知面に問題

歯・義歯に問題

咀嚼・食塊形成に問題

舌の送り込み

咽頭残留

誤嚥

食道残留・逆流

改定水飲みテスト 点
３mlの冷水使用

※３点以下は問題あり

改定水飲みテスト 点
３mlの冷水使用

※３点以下は問題あり

フードテスト 点
茶さじ（約 4ｇ）のプリン使用

※３点以下は問題あり

反復唾液嚥下テスト 回
※3回以上 /30 秒が正常

30 秒で

1点 嚥下なし、むせる、and/or 呼吸切迫

2点 嚥下あり、 呼吸切迫

3点 
嚥下あり、 呼吸良好、むせる　
and/or 湿性嗄声、口腔内残留中等度

4点 嚥下あり、 呼吸良好、むせなし
口腔内残留ほぼなし

5点 
4 に加え、
反復嚥下が 30 秒以内に 2回可能

改定水飲みテスト・フードテスト評価基準

4 点以上であれば、さらに最大で 2回にテストを繰り返し、

最も悪い結果を評価点とする。

ス
ク
リ
ー
ニ
ン
グ
テ
ス
ト

このページは医療関係者が記入してください

このページは医療関係者が記入してください

 　　年 　　月 　　日

記入日

１



嚥
下
内
視
鏡
検
査
・
嚥
下
造
影
検
査

方
針
・
そ
の
他

嚥下検査の記録
氏名医師・看護師・（　　　　）

医療
機関名

角度 : 30　45　60　90 度（イス・ベッド）

首の向き ： 正面・右向き・左向き

認知面に問題

歯・義歯に問題

咀嚼・食塊形成に問題

舌の送り込み

咽頭残留

誤嚥

食道残留・逆流

改定水飲みテスト 点
３mlの冷水使用

※３点以下は問題あり

改定水飲みテスト 点
３mlの冷水使用

※３点以下は問題あり

フードテスト 点
茶さじ（約 4ｇ）のプリン使用

※３点以下は問題あり

反復唾液嚥下テスト 回
※3回以上 /30 秒が正常

30 秒で

1点 嚥下なし、むせる、and/or 呼吸切迫

2点 嚥下あり、 呼吸切迫

3点 
嚥下あり、 呼吸良好、むせる　
and/or 湿性嗄声、口腔内残留中等度

4点 嚥下あり、 呼吸良好、むせなし
口腔内残留ほぼなし

5点 
4 に加え、
反復嚥下が 30 秒以内に 2回可能

改定水飲みテスト・フードテスト評価基準

4 点以上であれば、さらに最大で 2回にテストを繰り返し、

最も悪い結果を評価点とする。

ス
ク
リ
ー
ニ
ン
グ
テ
ス
ト

このページは医療関係者が記入してください

このページは医療関係者が記入してください

 　　年 　　月 　　日

記入日

２



口
腔
状
態

お口の記録お口の記録
くちくち

１
記入日 　　　年   　　月   　　日

上

右 左

下

総義歯
部分義歯

総義歯
部分義歯

医療
機関名

口腔ケア

タフト
ブラシ

スポンジ
ブラシ

歯ブラシ

舌ブラシ

歯間ブラシ

SS S M L LL

ガーゼ
（ケアティッシュ）

剤名
保湿ジェル

ガラガラうがい

ぶくぶくうがい

ふきとり

吸引

うがい

このページは医療関係者が記入してください

このページは医療関係者が記入してください

使
用
す
る
ケ
ア
用
品
に
〇
を
つ
け
て
く
だ
さ
い



口
腔
状
態

お口の記録お口の記録
くちくち

２
記入日 　　　年   　　月   　　日

上

右 左

下

総義歯
部分義歯

総義歯
部分義歯

医療
機関名

口腔ケア

タフト
ブラシ

スポンジ
ブラシ

歯ブラシ

舌ブラシ

歯間ブラシ

SS S M L LL

ガーゼ
（ケアティッシュ）

剤名
保湿ジェル

ガラガラうがい

ぶくぶくうがい

ふきとり

吸引

うがい

このページは医療関係者が記入してください

このページは医療関係者が記入してください

使
用
す
る
ケ
ア
用
品
に
〇
を
つ
け
て
く
だ
さ
い



食
事
内
容

むせ

食
事
内
容

むせ

食
事
内
容

トレー
ニング

むせ

朝

昼

夜

□❶お口の体操
□❷飲み込むパワー
□❸噛むパワー
□❹滑舌の体操
□❺舌のパワー

体温

日付

メモ

全粥

卵焼き

みそ汁

鮭

１回（みそ汁）

全粥

おひたし

みそ汁

補助食

おじや

おくらとしらす

煮豆　

30

36.4

7

体重　52.8 kg

元気

がらがらうがい
できた

元気だけど

食欲がなかった

普通便 1 回

朝

昼

夜

□❶お口の体操
□❷飲み込むパワー
□❸噛むパワー
□❹滑舌の体操
□❺舌のパワー

全粥

しらあえ

みそ汁

煮豆

けんちんうどん

全粥
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①「パ」…唇をはじくように 
②「タ」…舌先を上の前歯の裏につけるように 
③「カ」…舌の奥を上顎の奥につけるように 
④「ラ」…舌をまるめるように 
 
各発音 8回を 2セット行う。 

①口をすぼめる。 ②「イ～」と横に開く。 

（唇を中心とした）口の体操 

ほほを膨らませた後、すぼめるという動きを
数回する。（水はなくても OK） 

（唇と）ほほの体操 

パタカラ体操 

唾液腺マッサージ 

舌の体操（舌圧訓練） 

①舌を左のほほの内側に強く押しつける。 
②自分の指で、口の中の舌の先を、ほほの上か
ら押さえる。 
③それに抵抗するように、舌をほほの内側に、
ゆっくり 10回押しつける。 
④右のほほでも同じこと繰り返す。 

指数本を耳の前（上の奥歯
あたり）に当て、10回ほど
円を描くようにマッサージ
していく。 

顎のラインの内側のくぼみ
部分 3～4 か所を順に押し
ていく。目安は各ポイント
を 5回ほど。 

顎の中心あたりの柔らかい
部分に両手の親指を揃えて
当て、10回ほど上方向にゆ
っくり押し当てる。 
 
 
 
公益社団法人 日本歯科医師会 
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たんぱく質、離水が少ないゼリー　

やわらかく、押しつぶして食べれる程
度の粒があり、口の中でまとまりやす
いもの

形はあるが、歯や入れ歯がなくても、
口の中で押しつぶして食べられるもの

形があり、お箸で切れるやわらかさ
口の中に貼るつきにくいもの

０j

2-1

2-2

3

4

1j

特別用途
食品

嚥下食
ピラミッド

UDF
ユニバーサル
デザインフード

消
　

費　
者　庁　許

　可

　区　　　分 Ⅰ

消
　

費　
者　庁　許

　可

　

区 　 　 　 分Ⅱ
消
　

費　
者　庁　許

　可

　

区 　 　 　 分Ⅱ

消
　

費　
者　庁　許

　可

　

区 　 　 　 分Ⅲ

ゼリー状

０t
とろみの
ある液体

ムース状

ペースト状

かまなくて
よい

舌で
つぶせる

歯ぐきで
つぶせる

L0
（開始食）

L3の一部
（とろみ水）

L1
L2

L3

L3

L4

L4 区
分1

区
分2

区
分3

区
分4

区
分4

区
分4

嚥下調整食・とろみ早見表

日摂食嚥下リハ会誌 25（2）：135-149，2021. または日本摂食嚥下リハ学会ＨＰホームページ　http://www.jsdr.or.jp/doc/doc_manual1.html　「嚥下調整食学会分類 2021」を必ずご参照ください。また、一部当センターで改変しております。

離水とは
ゼリーなどをあけたときに出てく
る水分のように、固形物と水分が分
離したもの

たんぱく質が少なく、中間～濃いとろみ
のついた液体

たんぱく質が多いと誤嚥してし
まった場合に誤嚥性肺炎をおこし
てしまうリスクが高い

たんぱく質が
少ない理由

タンパク質の量を問わない
ゼリー、プリン、ムースなど

例）おもゆゼリー、ミキサー粥ゼリー

ペーストやミキサー状で、粒がなく、
なめらかだが、サラサラしすぎない

例）ペースト状のおもゆ、ミキサー粥

例）離水に配慮した粥

例）軟飯、全粥など



とろみの目安スマイル
ケア食

UDF
ユニバーサル
デザインフード

スマイル
ケア食 2

スマイル
ケア食 1

スマイル
ケア食 0

スマイル
ケア食 0

スマイル
ケア食 2

スマイル
ケア食 3

スマイル
ケア食 4区

分1 容易に
かめる

区
分2 歯ぐきで

つぶせる

区
分3 舌で

つぶせる

区
分4 かまなくて

よい

区
分4 かまなくて

よい

区
分4 かまなくて

よい

①先にとろみ剤をいれ、液体を注ぐ
②しっかりと30秒間かきまぜる

上手にとろみをつけるコツ

のみこむ能力に応じた強さのとろみをつ
けてあげないと、かえって飲み込むにく
くなることがあります。

とろみをつけるときの注意点

フォークですくったときに、
歯の間からゆっくり落ちる

濃濃

中

薄

食品によって、とろみがつくまで時間
がかかるものもあるので、焦ってと
ろみ剤を追加せずに少し待ってから、
もう一度かき混ぜる

③

日摂食嚥下リハ会誌 25（2）：135-149，2021. または日本摂食嚥下リハ学会ＨＰホームページ　http://www.jsdr.or.jp/doc/doc_manual1.html　「嚥下調整食学会分類 2021」を必ずご参照ください。また、一部当センターで改変しております。

ストローで吸えない
フォークですくったときに、
歯の間から流れ出ない

ストローで吸いにくい

ストローでかんたんに吸える
フォークですくったときに、
歯の間から素早く流れ落ちる
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